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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク側機器において、
　１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理を行うことと、
　異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、単独信号領域の非直交特徴
パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、１つ又は複数のユーザ機器の処
理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行うことと、
　非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後
信号を送信することを含み、
　前記単独信号領域は、符号領域を含み、
　前記共同信号領域は、電力・符号共同信号領域、空間・符号共同信号領域、電力・空間
・符号共同信号領域のうちの一部又は全てを含み、
　前記非直交特徴パターンとは、同一の時間領域及び周波数領域で、一定の特徴を持つ信
号パターンについて重畳を行うことにより、これらの信号が同一の時間領域及び周波数領
域で直交方式で分割されないことであり、
　前記非直交特徴パターンマッピングとは、同一の時間領域及び周波数領域でマルチユー
ザ伝送を行う場合、複数のユーザの信号に対し非直交特徴パターン重畳の方式で信号重畳
伝送を行うことにより、各ユーザの信号が非直交特徴パターンのうちの一種の信号パター
ンに対応することを特徴とするネットワーク側機器に実行されるデータ伝送方法。
【請求項２】
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　前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであり、
　前記ネットワーク側機器は、
　複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間及び周波数資源を割り当てると共に、符
号領域の非直交特徴パターンに基づいて、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と
異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パ
ターンマッピングを行うことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、
　前記ネットワーク側機器は、
　複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間及び周波数資源を割り当てると共に、電
力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信
電力を割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延
を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピン
グを行い、ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な
総電力に等しいものであり、
　又は、
　前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、
　前記ネットワーク側機器は、
　複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間及び周波数資源を割り当てると共に、空
間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、少なくとも１つのユーザ機器の
信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に
対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処
理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、ここで、少なくとも１つの送信アンテ
ナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応するものであり、
　又は、
　前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり
、
　前記ネットワーク側機器は、
　複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間及び周波数資源を割り当てると共に、電
力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号
に送信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの
送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と
異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パ
ターンマッピングを行い、ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステ
ムの使用可能な総電力に等しいものであり、少なくとも１つの送信アンテナポートが少な
くとも２つのユーザ機器の信号に対応するものであることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　ユーザ機器において、
　ユーザ機器からネットワーク側機器への信号送信処理を行うことと、
　異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、単独信号領域の非直交特徴
パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、ユーザ機器の処理後信号の非直
交特徴パターンマッピングを行うことと、
　非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、ユーザ機器の処理後信号を送信する
ことを含み、
　前記単独信号領域は、符号領域を含み、
　前記共同信号領域は、電力・符号共同信号領域、空間・符号共同信号領域、電力・空間
・符号共同信号領域のうちの一部又は全てを含み、
　前記非直交特徴パターンとは、同一の時間領域及び周波数領域で、一定の特徴を持つ信
号パターンについて重畳を行うことにより、これらの信号が同一の時間領域及び周波数領
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域で直交方式で分割されないことであり、
　前記非直交特徴パターンマッピングとは、同一の時間領域及び周波数領域でマルチユー
ザ伝送を行う場合、複数のユーザの信号に対し非直交特徴パターン重畳の方式で信号重畳
伝送を行うことにより、各ユーザの信号が非直交特徴パターンのうちの一種の信号パター
ンに対応することを特徴とするユーザ機器に実行されるデータ伝送方法。
【請求項５】
　前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであり、
　前記ユーザ機器は、
　自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて
、自身信号の符号化方式と送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信
号の非直交特徴パターンマッピングを行い、ここで、前記ユーザ機器の信号の送信時間と
周波数資源は、他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つユ
ーザ機器の信号の符号化方式は、他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つユーザ
機器の信号の送信遅延は、他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なることを特徴とする請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、
　前記ユーザ機器は、
　自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・符号共同信号領域の
非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力、符号化方式と送信遅延を確定する
ようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、こ
こで、前記ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源は、他ユーザ機器の信号の送信時間
及び周波数資源と同一のものであり、且つユーザ機器の信号の符号化方式は、他ユーザ機
器の信号の符号化方式と異なり、且つユーザ機器の信号の送信遅延は、他ユーザ機器の信
号の送信遅延と異なり、
　又は、
　前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、
　前記ユーザ機器は、
　自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間・符号共同信号領域の
非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポート、符号化方式と
送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマ
ッピングを行い、ここで、前記ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源は、他ユーザ機
器の信号の送信時間及び周波数資源と同一のものであり、且つユーザ機器の信号の符号化
方式は、他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つユーザ機器の信号の送信遅延は
、他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なり、
　又は、
　前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり
、
　前記ユーザ機器は、
　自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空間・符号共同信号
領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポート、送信電
力、符号化方式と送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直
交特徴パターンマッピングを行い、ここで、前記ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資
源は、他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つユーザ機器
の信号の符号化方式は、他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つユーザ機器の信
号の送信遅延は、他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なることを特徴とする請求項４に記
載の方法。
【請求項７】
　ネットワーク側機器において、
　単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、複
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数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことにより、受信信
号に対応する非直交特徴パターンを確定することと、
　検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去方式のマ
ルチユーザ機器検出を行い、受信処理を行うことにより、異なるユーザ機器のデータを確
定することを含み、
　前記単独信号領域は、符号領域を含み、
　前記共同信号領域は、電力・符号共同信号領域、空間・符号共同信号領域、電力・空間
・符号共同信号領域のうちの一部又は全てを含み、
　前記非直交特徴パターンとは、同一の時間領域及び周波数領域で、一定の特徴を持つ信
号パターンについて重畳を行うことにより、これらの信号が同一の時間領域及び周波数領
域で直交方式で分割されないことであり、
　前記非直交特徴パターンマッピングとは、同一の時間領域及び周波数領域でマルチユー
ザ伝送を行う場合、複数のユーザの信号に対し非直交特徴パターン重畳の方式で信号重畳
伝送を行うことにより、各ユーザの信号が非直交特徴パターンのうちの一種の信号パター
ンに対応することを特徴とするネットワーク側機器に実行されるデータ伝送方法。
【請求項８】
　前記ネットワーク側機器において、
　複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことは、　
　符号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数のユーザ機器の信号が
同一の送信時間及び周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定す
ると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであると
確定することを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ネットワーク側機器において、
　複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことは、　
　電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数のユー
ザ機器の信号が同一の送信時間及び周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異
なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・
符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定し、
　又は、
　空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数のユー
ザ機器の信号が同一の送信時間及び周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対
応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに
対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号
に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが空間・符号共同信号
領域の非直交特徴パターンであると確定し、
　又は、
　電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数
のユーザ機器の信号が同一の送信時間及び周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方
式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つ
の送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つ
のユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パター
ンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定することを特徴と
する請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザ機器において、
　単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、ネ
ットワーク側機器からの複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出
を行うことにより、受信信号に対応する非直交特徴パターンを確定することと、
　検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去方式のマ
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ルチユーザ機器検出を行い、受信処理を行うことにより、異なるユーザ機器のデータを確
定することを含み、
　前記単独信号領域は、符号領域を含み、
　前記共同信号領域は、電力・符号共同信号領域、空間・符号共同信号領域、電力・空間
・符号共同信号領域のうちの一部又は全てを含み、
　前記非直交特徴パターンとは、同一の時間領域及び周波数領域で、一定の特徴を持つ信
号パターンについて重畳を行うことにより、これらの信号が同一の時間領域及び周波数領
域で直交方式で分割されないことであり、
　前記非直交特徴パターンマッピングとは、同一の時間領域及び周波数領域でマルチユー
ザ伝送を行う場合、複数のユーザの信号に対し非直交特徴パターン重畳の方式で信号重畳
伝送を行うことにより、各ユーザの信号が非直交特徴パターンのうちの一種の信号パター
ンに対応することを特徴とするユーザ機器に実行されるデータ伝送方法。
【請求項１１】
　前記ユーザ機器において、
　ユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行う前に、
　単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンを、シグナ
リングにより受信し、又はブラインド検出することを特徴とする請求項１０に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記ユーザ機器において、
　複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことは、　
　符号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数のユーザ機器の信号が
同一の送信時間及び周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定す
ると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであると
確定することを特徴とする請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザ機器において、
　複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことは、　
　電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数のユー
ザ機器の信号が同一の送信時間及び周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異
なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・
符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定し、
　又は、
　空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数のユー
ザ機器の信号が同一の送信時間及び周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対
応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに
対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号
に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが空間・符号共同信号
領域の非直交特徴パターンであると確定し、
　又は、
　電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数
のユーザ機器の信号が同一の送信時間及び周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方
式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つ
の送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つ
のユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パター
ンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定することを特徴と
する請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１４】
　１つ又は複数のユーザ機器からネットワーク側機器への信号送信処理又はネットワーク
側機器から１つ又は複数のユーザ機器への信号送信処理を行うための第１処理モジュール
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と、
　異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、単独信号領域の非直交特徴
パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、１つ又は複数のユーザ機器の処
理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行うための特徴パターンマッピングモジュー
ルと、
　非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後
信号を送信するための送信モジュールとを含み、
　前記単独信号領域は、符号領域を含み、
　前記共同信号領域は、電力・符号共同信号領域、空間・符号共同信号領域、電力・空間
・符号共同信号領域のうちの一部又は全てを含み、
　前記非直交特徴パターンとは、同一の時間領域及び周波数領域で、一定の特徴を持つ信
号パターンについて重畳を行うことにより、これらの信号が同一の時間領域及び周波数領
域で直交方式で分割されないことであり、
　前記非直交特徴パターンマッピングとは、同一の時間領域及び周波数領域でマルチユー
ザ伝送を行う場合、複数のユーザの信号に対し非直交特徴パターン重畳の方式で信号重畳
伝送を行うことにより、各ユーザの信号が非直交特徴パターンのうちの一種の信号パター
ンに対応することを特徴とするデータ伝送用の送信機器。
【請求項１５】
　単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、１
つ又は複数のユーザ機器からの受信信号又はネットワーク側機器からの受信信号の非直交
特徴パターン検出を行うことにより、受信信号に対応する非直交特徴パターンを確定する
ための特徴パターン検出モジュールと、
　検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去方式のマ
ルチユーザ機器検出を行い、受信処理を行うことにより、異なるユーザ機器のデータを確
定するための第２処理モジュールとを含み、
　前記単独信号領域は、符号領域を含み、
　前記共同信号領域は、電力・符号共同信号領域、空間・符号共同信号領域、電力・空間
・符号共同信号領域のうちの一部又は全てを含み、
　前記非直交特徴パターンとは、同一の時間領域及び周波数領域で、一定の特徴を持つ信
号パターンについて重畳を行うことにより、これらの信号が同一の時間領域及び周波数領
域で直交方式で分割されないことであり、
　前記非直交特徴パターンマッピングとは、同一の時間領域及び周波数領域でマルチユー
ザ伝送を行う場合、複数のユーザの信号に対し非直交特徴パターン重畳の方式で信号重畳
伝送を行うことにより、各ユーザの信号が非直交特徴パターンのうちの一種の信号パター
ンに対応することを特徴とするデータ伝送用の受信機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、無線通信技術分野に関し、特にデータ伝送方法、システム及び機器に関する
。
【背景技術】
【０００３】
　異なるユーザによる異なる場所での同時通信を実現し、そして、干渉をなるべく軽減さ
せる目的を達成するには、移動通信において、限られた無線資源を全てのユーザに共有さ
せることが必要である。これが多元接続技術である。
【０００４】
　無線通信の著しい発展に伴い、ユーザ数と通信量が爆発的に増え、無線ネットワークの
システム容量を多くすることがますます求められる。業界内の研究は、毎年移動データ通
信量が倍増し、２０２０年まで、世界で約５００億のユーザ機器（ＵＥ）が無線移動ネッ
トワークに接続すると予測している。ユーザの爆発的増加により、多元接続技術がネット
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ワークのグレードアップにおける核心的な問題になる。多元接続技術により、ネットワー
クの基本容量が決まり、システムの複雑度と配置コストに大きく影響する。
【０００５】
　伝統的な移動通信（１Ｇ～４Ｇ）では、例えば周波数分割多元接続、時分割多元接続、
符号分割多元接続、直交周波数分割多元接続など、直交多元接続技術が用いられる。
【０００６】
　時分割多元接続において、伝送遅延及び信号マルチパス伝搬による影響で、ユーザの相
互直交保証のためには、システム設計時に保護時間を入れる必要がある。同様に、フィル
タの非理想性により、信号の帯域エッジの急低下が不可能であり、信号の域外拡散も避け
られず、直交性保証のためには、周波数分割多元接続システムに保護帯域を入れる必要が
ある。符号分割多元接続の場合、マルチパスの影響で、コードワード同士の完全直交が保
証できず、同様に容量の損失につながる。直交周波数分割多元接続の場合、各サブチャネ
ルに一定の帯域重畳があり、帯域効率が向上する。しかし、時間領域で符号直交保証のた
めサイクリックプレフィックスが導入されるため、同様にシステム効率を犠牲している。
システムの送受信を簡単にするには、伝統的な移動通信システムは、直交多元接続技術と
線形受信機を基に設計される。
【０００７】
　上記のように、現在、マルチユーザ情報理論の角度から、直交方式ではマルチユーザの
容量境界の内側境界にしか達せず、無線資源の利用率が比較的低いものである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、マルチユーザ通信システムの全体を最適化する観点から、送信側と受信側で
共同処理が行われる。送信側で複数の信号領域の非直交特徴パターンに基づいてユーザを
区分すると共に、受信側でユーザパターンの特徴構造に基づいて、シリアル型干渉除去方
式でマルチユーザ検出を実現してマルチユーザの既存時間周波数領域無線資源での更なる
多重化を実現する。これにより、直交方式ではマルチユーザの容量境界の内側境界にしか
達せず、無線資源の利用率が比較的低いという従来技術に存在する問題を解決するデータ
伝送方法、システム及び機器が提供される。当該データ伝送方法、システム及び機器に対
応する技術は、パターン分割非直交多元接続技術、又は単にパターン分割多元接続（Ｐａ
ｔｔｅｒｎ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）技術と呼ばれる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、以下の技術手段を提供する。
【００１０】
　本発明の実施例のデータ伝送方法は、送信側において、１つ又は複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）の信号送信処理を行うことと、異なるユーザ機器（ＵＥ）の信号が対応無線資源で重
畳されるよう、１つ又は複数のユーザ機器（ＵＥ）の処理後信号の非直交特徴パターンマ
ッピングを行うことと、非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数
のユーザ機器（ＵＥ）の処理後信号を送信することを含む。
【００１１】
　また、前記送信側において、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非
直交特徴パターンにより、１つ又は複数のユーザ機器（ＵＥ）の処理後信号の非直交特徴
パターンマッピングを行う。
【００１２】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【００１３】
　また、前記送信側がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域の
非直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時
間と周波数資源を割り当てると共に、電力領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数の
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ユーザ機器の信号に送信電力を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の
非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力
の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。又は、前記非直交特徴パターンが空間領域
の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信
時間と周波数資源を割り当てると共に、空間領域の非直交特徴パターンに基づいて、少な
くとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当てるよう
にして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで
、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する
。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は
、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、符号
領域の非直交特徴パターンに基づいて、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異
なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パタ
ーンマッピングを行う。
【００１４】
　また、前記送信側がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間
共同信号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対
し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力・空間共同信号領域の非直交特
徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そして、少なく
とも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当てるように
して、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、
全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少
なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。又
は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、前
記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると
共に、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信
号に送信電力を割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる
送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターン
マッピングを行う。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使
用可能な総電力に等しい。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非
直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間
と周波数資源を割り当てると共に、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づ
いて、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り
当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当て
るようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。
ここで、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対
応する。又は、前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パ
ターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資
源を割り当てると共に、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて
、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器
の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号
に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の
処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、全てのユーザ機器に割り当
てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少なくとも１つの送信アンテ
ナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。
【００１５】
　また、前記送信側は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域の非直交
特徴パターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に
対応する電力領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力を確定するよう
にして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで
、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資
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源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターン
であり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間
領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポートを確定す
るようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。
ここで、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周
波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パ
ターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、符号領域の非
直交特徴パターンに基づいて、自身信号の符号化方式と送信遅延を確定するようにして、
１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送
信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一
のものであり、且つ送信側の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異な
り、且つ送信側の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
【００１６】
　また、前記送信側は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間共同信
号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を
確定し、自身に対応する電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身
信号の送信電力と、対応する送信アンテナポートを確定するようにして、１つのユーザ機
器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信側の信号の送
信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものである。
又は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、
前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・符号共
同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力、符号化方式と送信遅
延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピン
グを行う。ここで、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送
信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信側の信号の符号化方式が他ユーザ機器
の信号の符号化方式と異なり、且つ送信側の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信
遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パ
ターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応す
る空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信ア
ンテナポート、符号化方式と送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後
信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信側の信号の送信時間と周
波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信側
の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信側の信号の送
信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが電力
・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、自身信号の送信
時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴
パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポート、送信電力、符号化方式と
送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマ
ッピングを行う。ここで、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信
号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信側の信号の符号化方式が他ユー
ザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信側の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号
の送信遅延と異なる。
【００１７】
　本発明の実施例の別のデータ伝送方法は、受信側において、複数のユーザ機器に対応す
る受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことにより、受信信号に対応する非直交特徴
パターンを確定することと、検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシ
リアル型干渉除去方式のマルチユーザ機器検出を行い、そして受信処理を行うことにより
、異なるユーザ機器のデータを確定することを含む。
【００１８】
　また、前記受信側において、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非
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直交特徴パターンにより、ユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行
う。
【００１９】
　また、前記受信側において、ユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出
を行う前に、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターン
を、シグナリングにより受信し、又はブラインド検出する。
【００２０】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【００２１】
　また、前記受信側において、複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パター
ン検出を行うことは、以下を含む。電力領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前
記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対
応し、各ユーザ機器が異なる送信電力を有すると確定すると、受信信号に含まれる非直交
特徴パターンが電力領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、空間領域の非直
交特徴パターンが用いられる場合、前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信
号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少
なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少
なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直
交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、符号領域の非
直交特徴パターンが用いられる場合、前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の
信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確
定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであ
ると確定する。
【００２２】
　また、前記受信側において、複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パター
ン検出を行うことは、以下を含む。電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンが用い
られる場合、前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と
周波数資源に対応し、各ユーザ機器の信号が異なる送信電力を有し、且つ少なくとも１つ
のユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの
受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、
受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターン
であると確定する。又は、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場
合、前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資
源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定すると、受信
信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであ
ると確定する。又は、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、
前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、
異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が
少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが
少なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非
直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又
は、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記受信側
において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信
電力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の
信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポ
ートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含ま
れる非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると
確定する。
【００２３】
　本発明の実施例のデータ伝送用の送信機器は、１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処
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理を行うための第１処理モジュールと、異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳さ
れるよう、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行
うための特徴パターンマッピングモジュールと、非直交特徴パターンマッピングの結果に
基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号を送信するための送信モジュールとを
含む。
【００２４】
　また、前記特徴パターンマッピングモジュールは、単独信号領域の非直交特徴パターン
又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号
の非直交特徴パターンマッピングを行う。
【００２５】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【００２６】
　また、前記送信機器がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域
の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、複数のユー
ザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力領域の非直交
特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当てる。ここで、全
てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。又は
、前記非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターン
マッピングモジュールは、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を
割り当てると共に、空間領域の非直交特徴パターンに基づいて、少なくとも１つのユーザ
機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当てる。ここで、少なくとも１
つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。又は、前記非
直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピン
グモジュールは、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当て
ると共に、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて、各ユーザ機器の信号に対し異なる
符号化方式と異なる送信遅延を割り当てる。
【００２７】
　また、前記送信機器がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空
間共同信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール
は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電
力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信
電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信ア
ンテナポートを割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシス
テムの使用可能な総電力に等しく、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２
つのユーザ機器の信号に対応する。又は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号
領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、複数の
ユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力・符号共
同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り
当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当て
る。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力
に等しい。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パター
ンであると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、複数のユーザ機器の信号に対し
同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、空間・符号共同信号領域の非直交特徴
パターンに基づいて、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテ
ナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信
遅延を割り当てる。ここで、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユ
ーザ機器の信号に対応する。又は、前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号
領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、複数の
ユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力・空間・
符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信電力



(12) JP 6513108 B2 2019.5.15

10

20

30

40

50

を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテ
ナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信
遅延を割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使
用可能な総電力に等しく、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユー
ザ機器の信号に対応する。
【００２８】
　また、前記送信機器は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域の非直
交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、自身信号の送信時
間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力領域の非直交特徴パターンに基づいて、自
身信号の送信電力を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他
ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パ
ターンが空間領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュー
ルは、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間領域の非直交特徴
パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポートを確定する。ここで、前記
送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と
同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであ
ると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、自身信号の送信時間と周波数資源を確
定し、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の符号化方式と送信遅延を確
定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送
信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユーザ機
器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の
送信遅延と異なる。
【００２９】
　また、前記送信機器は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間共同
信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、自
身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空間共同信号領域の非直
交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力と、対応する送信アンテナポートを確定
する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信
時間と周波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同
信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、自
身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・符号共同信号領域の非直
交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力、符号化方式と送信遅延を確定する。こ
こで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周
波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の
符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と
異なる。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターン
であると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、自身信号の送信時間と周波数資源
を確定し、自身に対応する空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自
身信号に対応する送信アンテナポート、符号化方式と送信遅延を確定する。ここで、前記
送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と
同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式
と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。又
は、前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであ
ると、前記特徴パターンマッピングモジュールは、自身信号の送信時間と周波数資源を確
定し、自身に対応する電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、
自身信号に対応する送信アンテナポート、送信電力、符号化方式と送信遅延を確定する。
ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と
周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号
の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延
と異なる。
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【００３０】
　本発明の実施例の別のデータ伝送用の送信機器は、プロセッサと、バスインタフェース
を介して前記プロセッサに接続し、前記プロセッサの操作実行に使用されるプログラムと
データを格納するためのメモリと、バスインタフェースを介して前記プロセッサと前記メ
モリに接続し、前記プロセッサの制御下でデータを送受信するためのトランシーバとを含
み、プロセッサが前記メモリに格納されているプログラムとデータを呼び出して実行する
ときに、１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理を行うための第１処理モジュールと、
異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数のユーザ機器の
処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行うための特徴パターンマッピングモジュ
ールと、非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の
処理後信号を前記トランシーバに送信してデータ送信を行うための送信モジュールを実現
する。
【００３１】
　本発明の実施例のデータ伝送用の受信機器は、複数のユーザ機器に対応する受信信号の
非直交特徴パターン検出を行うことにより、受信信号に対応する非直交特徴パターンを確
定するための特徴パターン検出モジュールと、検出した非直交特徴パターンに基づいて、
受信信号に対しシリアル型干渉除去方式のマルチユーザ機器検出を行い、そして受信処理
を行うことにより、異なるユーザ機器のデータを確定するための第２処理モジュールとを
含む。
【００３２】
　また、前記特徴パターン検出モジュールは、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共
同信号領域の非直交特徴パターンにより、受信信号の非直交特徴パターン検出を行う。
【００３３】
　また、前記特徴パターン検出モジュールは、更に、単独信号領域の非直交特徴パターン
又は共同信号領域の非直交特徴パターンを、シグナリングにより受信し、又はブラインド
検出する。
【００３４】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【００３５】
　また、電力領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記特徴パターン検出モジュ
ールは、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電
力に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力領域の非直交
特徴パターンであると確定する。又は、空間領域の非直交特徴パターンが用いられる場合
、前記特徴パターン検出モジュールは、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時
間と周波数資源に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送
信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユ
ーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが
空間領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、符号領域の非直交特徴パターン
が用いられる場合、前記特徴パターン検出モジュールは、受信した複数のユーザ機器の信
号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定
すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンである
と確定する。
【００３６】
　また、電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記特徴パタ
ーン検出モジュールは、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源
に対応し、各ユーザ機器の信号が異なる送信電力を有し、且つ少なくとも１つのユーザ機
器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテ
ナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に
含まれる非直交特徴パターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであると確
定する。又は、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記特
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徴パターン検出モジュールは、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波
数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定すると、
受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターン
であると確定する。又は、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場
合、前記特徴パターン検出モジュールは、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信
時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つの
ユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受
信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受
信信号に含まれる非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンで
あると確定する。又は、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられ
る場合、前記特徴パターン検出モジュールは、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の
送信時間と周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応し、
且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し
、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応
すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号
領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【００３７】
　本発明の実施例の別のデータ伝送用の受信機器は、プロセッサと、バスインタフェース
を介して前記プロセッサに接続し、前記プロセッサの操作実行に使用されるプログラムと
データを格納するためのメモリと、バスインタフェースを介して前記プロセッサと前記メ
モリに接続し、前記プロセッサの制御下でデータを送受信するためのトランシーバとを含
み、プロセッサが前記メモリに格納されているプログラムとデータを呼び出して実行する
ときに、複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことによ
り、受信信号に対応する非直交特徴パターンを確定するための特徴パターン検出モジュー
ルと、検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去方式
のマルチユーザ機器検出を行い、前記トランシーバによるデータ受信処理を経て、異なる
ユーザ機器のデータを確定するための第２処理モジュールを実現する。
【００３８】
　本発明の実施例のデータ伝送システムは、１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理を
行うことと、異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数の
ユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行うことと、非直交特徴パタ
ーンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号を送信するた
めの送信機器と、複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行う
ことにより、受信信号に対応する非直交特徴パターンを確定することと、検出した非直交
特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去方式のマルチユーザ機器検
出を行い、そして受信処理を行うことにより、異なるユーザ機器のデータを確定するため
の受信機器とを含む。
【発明の効果】
【００３９】
　本発明の利点は、以下である。
　本発明の実施例によれば、送信側において、１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理
を行い、異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数のユー
ザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、そして、非直交特徴パター
ンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号を送信する。１
つ又は複数のユーザ機器の信号について、無線資源での非直交重畳ができるため、非直交
多元接続伝送が実現し、無線資源の利用率が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
　本発明の実施例又は従来技術の技術手段をより明確に説明するために、以下、実施例の
記載に使用される図面を簡単に説明する。以下に記載する図面は、本発明の一部の実施例
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に過ぎないことが明らかである。当業者にとって、創造性のある作業を付することなく、
これらの図面から他の図面を得られる。
【図１】本発明の実施例１におけるデータ伝送システムの構造模式図である。
【図２】本発明の実施例におけるパターン分割多元接続枠組みの模式図である。
【図３Ａ】本発明の実施例におけるパターン分割多元接続枠組みの下りリンク模式図であ
る。
【図３Ｂ】本発明の実施例におけるパターン分割多元接続枠組みの上りリンク模式図であ
る。
【図４Ａ】本発明の実施例における電力領域の直交・非直交多元接続技術の模式図である
。
【図４Ｂ】本発明の実施例における空間領域の直交・非直交多元接続技術の模式図である
。
【図４Ｃ】本発明の実施例における符号領域の直交・非直交多元接続技術の模式図である
。
【図４Ｄ】本発明の実施例における電力・空間共同の非直交多元接続技術の模式図である
。
【図５Ａ】本発明の実施例における電力領域の非直交特徴パターンマッピング過程の上り
リンク模式図である。
【図５Ｂ】本発明の実施例における電力領域の非直交特徴パターンマッピング過程の下り
リンク模式図である。
【図６Ａ】本発明の実施例における空間領域の非直交特徴パターンマッピング過程の上り
リンク模式図である。
【図６Ｂ】本発明の実施例における空間領域の非直交特徴パターンマッピング過程の下り
リンク模式図である。
【図７Ａ】本発明の実施例における符号領域の非直交特徴パターンマッピング過程の上り
リンク模式図である。
【図７Ｂ】本発明の実施例における符号領域の非直交特徴パターンマッピング過程の下り
リンク模式図である。
【図８Ａ】本発明の実施例における電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンマッピ
ング過程の上りリンク模式図である。
【図８Ｂ】本発明の実施例における電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンマッピ
ング過程の下りリンク模式図である。
【図９Ａ】本発明の実施例における電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンマッピ
ング過程の上りリンク模式図である。
【図９Ｂ】本発明の実施例における電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンマッピ
ング過程の下りリンク模式図である。
【図１０】本発明の実施例２におけるデータ伝送システムの送信機器の構造模式図である
。
【図１１】本発明の実施例３におけるデータ伝送システムの受信機器の構造模式図である
。
【図１２】本発明の実施例４におけるデータ伝送システムの送信機器の構造模式図である
。
【図１３】本発明の実施例５におけるデータ伝送システムの受信機器の構造模式図である
。
【図１４】本発明の実施例６におけるデータ伝送方法のフローチャートである。
【図１５】本発明の実施例７におけるデータ伝送方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
　以下、図面と実施例を参照して本発明の具体的な実施形態を更に詳細に説明する。なお
、以下の実施例は、本発明の説明に用いられるだけであり、本発明の範囲を限定するため
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のものではない。
【００４２】
　本発明の実施例の目的、技術手段及び利点をより明確にするために、以下、本発明の実
施例の図面と共に、本発明の実施例の技術手段を明確に且つ十分に記載する。明らかに、
記載する実施例は、本発明の実施例の一部であり、全てではない。記載する本発明の実施
例に基づき、当業者が為しえる全ての実施例は、本発明の技術的範囲に属する。
　別途に定義することを除き、ここで使用される技術用語や科学用語は、本発明の所属分
野の一般技能を持つ者が理解する通常の意味である。本発明の明細書及び特許請求の範囲
に使用される「第１」、「第２」及び類似の用語は、単に異なる構成部分を区別するため
のものであり、順序、数量又は重要度を一切表さない。同様に、「１つ」又は「一」など
その他の類似の用語は、少なくとも１つ存在することを表し、数の限定ではない。「接続
」や「連結」などその他の類似の用語は、物理的な又は機械的な接続に限定するのではな
く、直接か間接かは関係なく、電気的接続も含む。「上」、「下」、「左」、「右」など
は、相対的位置関係を表すものであり、記載対象の絶対位置が変わると、当該相対的位置
関係も対応して変わる。
【００４３】
　以下、図面を参照して本発明の原理と特徴を記載するが、挙げられる実施例は本発明を
解釈するためのものであり、本発明の範囲を限定するためのものではない。
【００４４】
　本発明の実施例において、送信側では、１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理を行
い、異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数のユーザ機
器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、そして、非直交特徴パターンマ
ッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号を送信する。１つ又
は複数のユーザ機器の信号について、無線資源での非直交重畳ができるため、非直交多元
接続伝送が実現し、無線資源の利用率が向上する。
【００４５】
　ここで、以上言及した非直交特徴パターンとは、同一の時間領域と周波数領域で、一定
の特徴を持つ信号パターンについて重畳を行うことにより、これらの信号が同一の時間領
域と周波数領域で直交方式で分割されないことである。一方、以上言及した非直交特徴パ
ターンマッピングとは、同一の時間領域と周波数領域でマルチユーザ伝送を行う場合、複
数のユーザの信号に対し非直交特徴パターン重畳の方式で信号重畳伝送を行うことであり
、各ユーザの信号が非直交特徴パターンのうちの一種の信号パターンに対応する。
【００４６】
　実施の際に、本発明の実施例において、従来の直交多元接続の資源を更にマルチユーザ
多重化を行って非直交多元接続伝送を実現してもよく、直接マルチユーザ多重化を行って
非直交多元接続伝送を実現してもよい。
【００４７】
　実施の際に、上り伝送であると、送信側がユーザ機器、受信側がネットワーク側機器で
ある。下り伝送であると、送信側がネットワーク側機器、受信側がユーザ機器である。
【００４８】
　本発明の実施例のネットワーク側機器は、基地局（例えばマクロ基地局、マイクロ基地
局、フェムト基地局など）であってもよく、ＲＮ（中継）機器であってもよく、更に既知
又は未知の他のネットワーク側機器であってもよい。
【００４９】
　以下、明細書の図面を参照して本発明の実施例を更に詳細に記載する。
【００５０】
　図１に示すように、本発明の実施例１におけるデータ伝送システムは、送信機器１０と
受信機器２０とを含む。
【００５１】
　送信機器１０は、１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理を行い、異なるユーザ機器
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の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号の非直
交特徴パターンマッピングを行い、そして、非直交特徴パターンマッピングの結果に基づ
いて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号を送信する
【００５２】
　受信機器２０は、複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行
うことにより、受信信号に対応する非直交特徴パターンを確定し、検出した非直交特徴パ
ターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去（ＳＩＣ：Ｓｅｒｉａｌ　Ｉｎｔ
ｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｃａｎｃｅｌｌａｔｉｏｎ）方式のマルチユーザ機器検出を行い、
そして受信処理を行うことにより、異なるユーザ機器のデータを確定する。
【００５３】
　また、前記送信機器は、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交
特徴パターンにより、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッ
ピングを行う。
【００５４】
　対応して、前記受信機器は、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非
直交特徴パターンにより、受信信号の非直交特徴パターン検出を行う。
【００５５】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【００５６】
　実施の際に、上り伝送であると、送信機器がユーザ機器であり、受信機器がネットワー
ク側機器である。下り伝送であると、送信機器がネットワーク側機器であり、受信機器が
ユーザ機器である。
【００５７】
　以下、それぞれ説明する。
　ケース１）下り伝送であり、送信機器がネットワーク側機器であり、受信機器がユーザ
機器である。
【００５８】
　方式１：非直交特徴パターンが電力領域の非直交特徴パターンである。
　前記送信機器は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当
てると共に、電力領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信
電力を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッ
ピングを行い、異なるユーザ機器を区分する。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送
信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。
　対応して、前記受信機器は、電力領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信し
た複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、且つ各ユーザ機器が
異なる送信電力を有すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力領
域の非直交特徴パターンであると確定する。
　特に断りがなければ、本発明の実施例における全てのユーザ機器は、同一領域、例えば
同一セルに位置する。
　実施の際に、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、ここで、全てのユーザ機
器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。即ち、同一の時間
領域資源で重畳される複数のユーザ機器の信号の送信電力は、特定の限定条件に従い、当
該時間領域資源の最大利用可能送信電力で割り当てられる。
　例えば、基地局から２つのユーザ機器の信号を送信する場合、送信可能な総電力をＰと
すると、電力割当因子α（０＜α＜１）を設定してユーザ機器１に電力αＰを、ユーザ機
器２に電力（１－α）Ｐを割り当てる。
【００５９】
　方式２：前記非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンである。
　前記送信機器は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当
てると共に、空間領域の非直交特徴パターンに基づいて、少なくとも１つのユーザ機器の



(18) JP 6513108 B2 2019.5.15

10

20

30

40

50

信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当てるようにして、複数のユーザ機器
の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、異なるユーザ機器又は同一ユーザ
機器の異なるデータストリームを区分する。ここで、少なくとも１つの送信アンテナポー
トが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。即ち、信号は、対応する送信アンテ
ナから送信され、例えばある信号が２本のアンテナに対応すると、当該信号が当該２本の
アンテナからそれぞれ送信される。
　対応して、前記受信機器は、空間領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信し
た複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、且つ少なくとも１つ
のユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの
送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信
信号に含まれる非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンであると確定する。
　実施の際に、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポー
トを割り当て、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信
号に対応し、ここで、各アンテナポートが１つの識別可能なベースバンド論理ユニットで
ある。各ベースバンド論理ユニットは、１本の物理アンテナに対応してもよく、複数本の
物理アンテナの組み合わせに対応してもよい。
　例えば、基地局で２本のアンテナから２つのユーザ機器の信号を送信する場合、直交送
信方式であると、各ユーザに１つのデータストリーム、総計で２つのデータストリームし
か伝送できず、通常、ユーザ１のデータストリームＳ１が１本目のアンテナから送信され
、ユーザ２のデータストリームＳ２が２本目のアンテナから送信されると仮定する。空間
領域の非直交送信方式では、基地局から２より多くのデータストリームの送信ができ、通
常、基地局からユーザ２にデータストリームを１つ多く、即ちデータストリームＳ３の送
信もできると仮定する。空間符号化なしの空間領域非直交送信方式であると、ユーザ１の
データストリームＳ１がアンテナ１から送信され、ユーザ２のデータストリームＳ２がア
ンテナ１から送信され、ユーザ２のデータストリームＳ３がアンテナ２から送信される。
即ち、アンテナ１は、ユーザ１のデータストリームＳ１とユーザ２のデータストリームＳ
２に対応し、アンテナ２は、ユーザ２のデータストリームＳ３に対応する。空間符号化あ
りの空間領域非直交送信方式であると、ユーザ１のデータストリームＳ１は、同時にアン
テナ１とアンテナ２から送信され、ユーザ２のデータストリームＳ２がアンテナ１から送
信され、ユーザ２のデータストリームＳ３がアンテナ２から送信される。即ち、アンテナ
１は、ユーザ１のデータストリームＳ１とユーザ２のデータストリームＳ２に対応し、ア
ンテナ２は、ユーザ１のデータストリームＳ１とユーザ２のデータストリームＳ３に対応
する。空間符号化ありの空間領域非直交送信方式は、空間符号化なしの空間領域非直交送
信方式に比べ、より多くの送信情報があるため、対応する受信側の検出性能がより高くな
る。
【００６０】
　方式３：前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンである。
　前記送信機器は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当
てると共に、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて、各ユーザ機器の信号に対し異な
る符号化方式と異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号
の非直交特徴パターンマッピングを行い、異なるユーザ機器を区分する。
　対応して、前記受信機器は、符号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信し
た複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送
信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが符号領域の非
直交特徴パターンであると確定する。
　例えば、基地局から３つのユーザ機器の信号を送信する場合、ユーザ機器１の符号化済
みデータストリームがある時刻で送信されると仮定すると、ユーザ機器２の符号化済みデ
ータストリームは、ユーザ機器１よりｔ１遅れて送信され、ユーザ機器３の符号化済みデ
ータストリームは、ユーザ機器２よりｔ２遅れて送信される。
【００６１】
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　方式４：前記非直交特徴パターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであ
る。
　前記送信機器は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当
てると共に、電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機
器の信号に送信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくと
も２つの送信アンテナポートを割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の
非直交特徴パターンマッピングを行い、異なるユーザ機器を区分する。ここで、全てのユ
ーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少なくとも
１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。
　対応して、前記受信機器は、電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられ
る場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、異な
るユーザ機器が異なる送信電力を有し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なく
とも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なく
とも２つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パ
ターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【００６２】
　方式５：前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであ
る。
　前記送信機器は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当
てると共に、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機
器の信号に送信電力を割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と
異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パ
ターンマッピングを行い、異なるユーザ機器を区分する。ここで、全てのユーザ機器に割
り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。
　対応して、前記受信機器は、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられ
る場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電
力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非
直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【００６３】
　方式６：前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであ
る。
　前記送信機器は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当
てると共に、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、少なくとも１つ
のユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユー
ザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数の
ユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、異なるユーザ機器を区
分する。ここで、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の
信号に対応する。
　対応して、前記受信機器は、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられ
る場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化
方式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２
つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２
つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターン
が空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【００６４】
　方式７：前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パター
ンである。
　前記送信機器は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当
てると共に、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユ
ーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少
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なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異な
る符号化方式と異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号
の非直交特徴パターンマッピングを行い、異なるユーザ機器を区分する。ここで、全ての
ユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少なくと
も１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。
　対応して、前記受信機器は、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用
いられる場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる
送信電力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機
器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの送信アンテ
ナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信信号に含ま
れる非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると
確定する。
【００６５】
　ケース２）上り伝送であり、送信機器がユーザ機器であり、受信機器がネットワーク側
機器である。
【００６６】
　方式１：前記非直交特徴パターンが電力領域の非直交特徴パターンである。
　前記送信機器は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力領域
の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力を確定するようにして、１つのユ
ーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信機器の
信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のもの
である。
　対応して、前記受信機器は、電力領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、複数の
ユーザ機器対応の受信信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、且つ異なるユーザ機
器が異なる送信電力を有すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電
力領域の非直交特徴パターンであると確定する。
　特に断りがなければ、本発明の実施例における全てのユーザ機器は、同一領域、例えば
同一セルに位置する。
【００６７】
　方式２：前記非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンである。
　前記送信機器は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間領域
の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポートを確定するよ
うにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここ
で、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波
数資源と同一のものである。
　対応して、前記受信機器は、空間領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信し
た複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、且つ少なくとも１つ
のユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの
送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信
信号に含まれる非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンであると確定する。
　例えば、ユーザ機器が２本のアンテナを用いて送信をすると仮定する。当該ユーザ機器
が１つのデータストリームＳ１しか送信しない場合、アンテナ１とアンテナ２からそれぞ
れＳ１を送信する。当該ユーザ機器が２つのデータストリームＳ１とＳ２を送信する場合
、通常、アンテナ１からデータストリームＳ１を、アンテナ２からデータストリームＳ２
を送信する。
【００６８】
　方式３：前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンである。
　前記送信機器は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、符号領域の非直交特徴パ
ターンに基づいて、自身信号の符号化方式と送信遅延を確定するようにして、１つのユー
ザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信機器の信
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号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のもので
あり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且
つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
　対応して、前記受信機器は、符号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信し
た複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送
信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが符号領域の非
直交特徴パターンであると確定する。
【００６９】
　方式４：前記非直交特徴パターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであ
る。
　前記送信機器は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空
間共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力と、対応する送信
アンテナポートを確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パタ
ーンマッピングを行う。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ
機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものである。
　対応して、前記受信機器は、電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられ
る場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、少な
くとも２つのユーザ機器に異なる送信電力を有し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信
号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの送信アンテナポー
トが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非
直交特徴パターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【００７０】
　方式５：前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであ
る。
　前記送信機器は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・符
号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力、符号化方式と送
信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッ
ピングを行う。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信
号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユ
ーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の
信号の送信遅延と異なる。
　対応して、前記受信機器は、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられ
る場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、少な
くとも２つのユーザに異なる送信電力を有し、少なくとも２つのユーザに異なる符号化方
式と異なる送信遅延を有すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電
力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【００７１】
　方式６：前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであ
る。
　前記送信機器は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間・符
号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポー
ト、符号化方式と送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直
交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源
が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号
の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅
延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
　対応して、前記受信機器は、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられ
る場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、少な
くとも２つのユーザに異なる符号化方式と異なる送信遅延を有し、且つ少なくとも１つの
ユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの送
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信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信信
号に含まれる非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンである
と確定する。
【００７２】
　方式７：前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パター
ンである。
　前記送信機器は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空
間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテ
ナポート、送信電力、符号化方式と送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の
処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信機器の信号の送信
時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且
つ送信機器の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機
器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
　対応して、前記受信機器は、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用
いられる場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源に対応し
、少なくとも２つのユーザに異なる送信電力を有し、少なくとも２つのユーザに異なる符
号化方式と異なる送信遅延を有し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも
２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも
２つのユーザ機器の信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パター
ンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【００７３】
　受信機器がシリアル型干渉除去方式のマルチユーザ検出を行う場合、複数のユーザ機器
の検出信号を逐次分離すると共に同一チャネル干渉を適時除去することにより、複数のユ
ーザ機器に対する高精度検出を実現する。
【００７４】
　本発明の実施例は、送信側と受信側で共同処理が行われ、送信側で複数信号領域の非直
交特徴パターンを用いてユーザを区分し、受信側でユーザパターンの特徴構造に基づいて
シリアル型干渉除去方式でマルチユーザ検出を実現することにより、マルチユーザの既存
時間周波数領域無線資源での更なる多重化を実現する。このデータ伝送方法、システム及
び機器に対応する技術は、パターン分割非直交多元接続技術、又は単にパターン分割多元
接続（ＰＤＭＡ：Ｐａｔｔｅｒｎ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
）技術と呼ばれる。
【００７５】
　本発明の実施例のパターン分割多元接続技術は、通信システムの上り、下りリンクに同
時に適用できる。基地局を例とし、図２に示すように、本発明の実施例のパターン分割多
元接続枠組みの模式図は、基地局に送信側と受信側を含む。基地局で送信するとき、送信
側により下りリンク通信信号の変調と送信を行う。基地局で受信するとき、受信側により
上りリンク通信信号の受信と検出を行う。伝統的なＦＤＭＡ／ＴＤＭＡ／ＣＤＭＡ／ＯＦ
ＤＭＡでの直交信号領域（時間領域、周波数領域、符号領域）によるマルチユーザ情報区
分とは異なり、ＰＤＭＡにおいて、送信側で、信号の電力領域、空間領域、符号領域での
単独又は共同非直交信号特徴パターンにより複数ユーザの信号を区分し、受信側で、シリ
アル型干渉除去検出受信方法によりマルチユーザ信号の有効検出を行い、マルチユーザの
時間周波数領域での非直交伝送を実現し、伝送のスペクトル効率を高める。
【００７６】
　説明を簡単にするために、基地局がマルチアンテナ送信であり、ユーザ機器がシングル
アンテナ受信であると仮定する。図３Ａは、パターン分割多元接続システムの下りリンク
模式図を示す。
【００７７】
　図３Ａにおいて、送信側で、複数ユーザ機器の信号送信処理（例えば符号化、変調など
の過程）を行ってから非直交特徴パターンマッピングを行い、送信側の複数ユーザ機器の



(23) JP 6513108 B2 2019.5.15

10

20

30

40

50

信号が時間周波数領域で非直交に重畳される。
【００７８】
　図３Ａにおいて、受信側で、あるユーザ機器を例とし、受信したユーザ機器の時間周波
数領域重畳信号をまず非直交特徴パターン検出を行って信号の初期識別を行い、それから
初期識別された信号に対し、シリアル型干渉除去の方式で当該有効ユーザ機器の検出を行
う。
【００７９】
　ユーザ機器がマルチアンテナで受信する場合、上記過程は、シングルアンテナ受信と似
ており、ただ受信側の前段において、シングルアンテナ受信からマルチアンテナ受信に変
える。
【００８０】
　説明を簡単にするために、ユーザ機器がシングルアンテナ送信であり、基地局がマルチ
アンテナ受信であると仮定する。図３Ｂは、パターン分割多元接続システムの上りリンク
模式図を示す。
【００８１】
　図３Ｂにおいて、送信側で、Ｎ個のユーザ機器の場合、各ユーザ機器がそれぞれ自身信
号の符号化、変調などの過程を行ってから非直交特徴パターンマッピングを行い、複数の
ユーザの送信信号が同一時間周波数領域で非直交に重畳される。
【００８２】
　図３Ｂにおいて、受信側で、基地局は、受信したマルチユーザの時間周波数領域重畳信
号に対しまず非直交特徴パターン検出を行って信号の初期識別を行い、それから初期識別
されたマルチユーザ信号に対し、シリアル型干渉除去の方式で各ユーザ機器の検出を行う
。
【００８３】
　ユーザ機器がマルチアンテナで送信する場合、上記過程は、シングルアンテナ送信と似
ており、ただ送信側の後段において、シングルアンテナ送信からマルチアンテナ送信に変
える。
【００８４】
　非直交特徴パターンマッピングは、ある信号領域の単独非直交特徴パターンであっても
よく、複数信号領域の共同非直交特徴パターンであってもよく、例えば、電力領域の非直
交特徴パターンマッピング、空間領域の非直交特徴パターンマッピング、符号領域の非直
交特徴パターンマッピング、電力・空間共同の非直交特徴パターンマッピング、電力・符
号共同の非直交特徴パターンマッピング、空間・符号共同の非直交特徴パターンマッピン
グ、電力・空間・符号共同の非直交特徴パターンマッピングである。
【００８５】
　電力領域のパターン分割技術は、ユーザ機器のチャネル品質に基づいて電力割当を行い
、理論上、各ユーザ機器がシステムの全ての時間周波数資源を占用することができ、送信
側でユーザスケジューリングアルゴリズムを補助し、受信側でシリアル型干渉除去方式検
出を行い、システム総容量、各ユーザ容量、特にセル境界ユーザ容量が向上する。図５Ａ
と図５Ｂには、電力領域の非直交特徴パターンマッピングの上り、下りリンクの具体的な
過程を示し、時間周波数資源の割当と電力割当の２つの基本過程を含む。当該２つの過程
の順序は、図示の順序に限られず、交換してもよい。
【００８６】
　電力領域の非直交特徴パターンを例とする。図４Ａは、非直交と直交での無線資源占用
の相違を示している。直交方式では、異なるユーザ機器は、異なる周波数資源を使用する
。しかし、非直交方式では、異なるユーザ機器は、同一の周波数資源、異なる電力を使用
することにより、ユーザ機器を区分する。電力領域の非直交特徴パターンは、各ユーザの
時間周波数資源ブロックに対応する電力ベクターである。
【００８７】
　空間領域のパターン分割技術は、シリアル型干渉除去方式に基づくものであり、ユーザ



(24) JP 6513108 B2 2019.5.15

10

20

30

40

50

機器の信号の空間符号化を行うことにより、ユーザ機器の信号がシリアル型干渉除去検出
後に有効に分割され、多元接続が実現される。図６Ａと図６Ｂは、空間領域の非直交特徴
パターンマッピングの上り、下りリンクの具体的な過程を例示し、時間周波数資源の割当
と空間符号化の２つの基本過程を含む。当該２つの過程の順序は、図示の順序に限られず
、交換してもよい。
【００８８】
　空間領域の非直交特徴パターンを例とする。図４Ｂは、空間符号化なしと空間符号化あ
りの２種類の非直交方式での無線資源占用の相違を示している。空間符号化なし方式では
、ユーザ１の信号がアンテナ１のみから送信され、ユーザ２の信号がアンテナ１とアンテ
ナ２から送信されるため、アンテナ１のみで同時にユーザ１とユーザ２の信号を検出する
ことは困難である。しかし、空間符号化ありの非直交方式では、ユーザ１の信号がアンテ
ナ１とアンテナ２から同時に送信され、各アンテナにマルチユーザ信号の重畳があること
が保証され、受信側が複数本のアンテナの受信情報を充分に利用してマルチユーザ検出を
行うことができ、性能がより正確である。このような空間領域の非直交特徴パターンは、
各ユーザの異なるアンテナアレイ素子における空間符号化行列である。
【００８９】
　符号領域のパターン分割技術は、マルチユーザのデータストリームに対し、符号化して
から遅延させるマルチコードストリーム重畳を行うものであり、マルチユーザのデータ間
にチャネル符号化に類似する構造を構築することにより実現し、チャネル符号化理論に基
づいて構造最適化設計を行う。図７Ａと図７Ｂは、符号領域の非直交特徴パターンマッピ
ングの上り、下りリンクの具体的な過程を示し、複製、インターリービング、遅延の３つ
の基本過程を含む。ここで、複製とインターリービングは、データ符号化過程である。デ
ータ符号化と遅延の順序は、図示の順序に限られず、交換してもよい。
【００９０】
　符号領域の非直交特徴パターンを例とする。図４Ｃは、非直交と直交での無線資源占用
の相違を示している。直交方式では、異なるユーザ機器は、異なる周波数資源を使用する
。しかし、非直交方式では、異なるユーザ機器は、同一の周波数資源、異なる符号化方式
と異なる送信遅延を使用することにより、ユーザ機器を区分する。符号領域の非直交特徴
パターンは、各ユーザの符号化シーケンスと対応する送信遅延である。
【００９１】
　図８Ａと図８Ｂは、電力・空間共同の非直交特徴パターンマッピングの上り、下りリン
クの具体的な過程を示している。図９Ａと図９Ｂは、電力・符号共同の非直交特徴パター
ンマッピングの上り、下りリンクの具体的な過程を示している。その他の複数領域共同の
非直交特徴パターンマッピングは、簡単に推定することができ、ここでは繰り返して記載
しない。図示の各過程の順序は、図示の順序に限られず、交換してもよい。
【００９２】
　電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンを例とする。図４Ｄは、複数ユーザ機器
の信号の電力領域と空間領域での重畳状況を示している。異なるユーザ機器は、同一の時
間周波数資源を使用できるが、電力と空間符号では区分される。電力・空間共同信号領域
の非直交特徴パターンは、電力の非直交特徴パターンと空間符号の非直交特徴パターンの
組み合わせである。
【００９３】
　図４Ｄから明らかなように、非直交では、各データブロックで十（１０）個のシンボル
を伝送するが、直交方式では、各データブロックで九（９）個のシンボルしか伝送できな
い。即ち、本発明の実施例は、直交に比べ、より高いスペクトル効率とより高いダイバー
シティ（低エラー）を有する。
【００９４】
　他の非直交特徴パターンは、上記に類似し、繰り返して説明しない。
【００９５】
　本発明の実施例は、主に電力領域、空間領域、符号領域の３種類信号領域からパターン
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分割多元接続技術を例示して説明した。実際、使用時に、ユーザの非直交特徴パターンは
、更に他の潜在的な信号領域に拡張することができる。特に、送信側の非直交特徴パター
ンの設計方式により、受信側でシリアル型干渉除去の検出方式が行われやすく、システム
が高性能と低複雑度を有し実現されやすい。また、送信側のパターンマッピングにより、
ユーザ情報の有効分割を実現することができ、ユーザパターンが受信側で明確に区分され
る。また、受信側で、選択した送信側のユーザパターンに対し、有効なシリアル型干渉除
去を行ってマルチユーザの送信情報を復元することができる。この両面は、相互補完であ
り、どちらか一方も欠かせない。
【００９６】
　本発明の実施例は、符号分割多元接続で区分される第３世代移動通信システムに適用で
きるとともに、直交周波数分割多元接続で区分される第４世代移動通信システムにも適用
でき、従来の移動通信システムの重畳技術としてもよく、システムの容量とスペクトル効
率を更に向上させる。また、本発明の実施例の技術は、将来の第５世代（５Ｇ）の移動通
信システムにも適用でき、その大容量要求を満たす。
【００９７】
　単一信号領域又は複数信号領域の特徴パターンの適用選択により、本発明のパターン分
割多元接続技術は、５Ｇシステムの応用場面多様性に自由に適用できる。例えば、電力非
直交パターンの適用最適化割当により、パターン分割多元接続技術は、ユーザ遠近効果を
効果的に克服し、セル境界のカバー性能を改善することができる。マクロセルラーとマイ
クロセルラーによる重畳の異構造ネットワーク場面では、電力非直交パターンとマルチユ
ーザ符号非直交パターンの共同最適化により、パターン分割多元接続技術は、ネットワー
ク構造の変化に動的に適用でき、マルチユーザ信号伝送の自由度を増す。分布式マルチア
ンテナ又は密集セルなどの典型的場面では、空間領域非直交パターンとマルチユーザ符号
非直交パターンの共同最適化、更に多くの信号領域の特徴パターンの共同最適化を行うこ
とにより、パターン分割多元接続技術は、多種類由来の同一周波数干渉を効果的に抑制で
き、低エネルギー損失且つ高スペクトル効率の信号伝送を実現することができる。低電力
且つ大量接続のモノのインターネット応用場面では、パターン分割多元接続技術は、上り
接続のユーザ数を倍増化できる。低遅延且つ高信頼性のモノのインターネット応用場面で
は、パターン分割多元接続技術で冗長伝送を行うことにより、伝送資源の信頼性を高める
ことができる。
【００９８】
　以上の記載をまとめると、パターン分割多元接続技術のユーザ特徴パターンは、ユーザ
の属性に対し複数の信号領域空間（電力領域、空間領域、符号領域など）での非直交区分
であり、時間周波数無線資源の直交分割に頼らないため、無線資源数の厳しい制限のハー
ドルを下げることができ、システム容量を大幅に向上させる潜在力を有すると同時に、場
面に応じて動的に自由に適用することもできる。
【００９９】
　図１０に示すように、本発明の実施例２におけるデータ伝送システムの送信機器は、１
つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理を行うための第１処理モジュール１０００と、異
なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数のユーザ機器の処
理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行うための特徴パターンマッピングモジュー
ル１０１０と、非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ
機器の処理後信号を送信するための送信モジュール１０２０とを含む。
【０１００】
　また、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１０は、具体的に、単独信号領域の
非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、１つ又は複数のユー
ザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。
【０１０１】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【０１０２】
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　また、前記送信機器がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域
の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１０は、複
数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力領域
の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当てる。こ
こで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等し
い。又は、前記非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴
パターンマッピングモジュール１０１０は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時
間と周波数資源を割り当てると共に、空間領域の非直交特徴パターンに基づいて、少なく
とも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当てる。ここ
で、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応す
る。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴
パターンマッピングモジュール１０１０は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時
間と周波数資源を割り当てると共に、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて、各ユー
ザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てる。
【０１０３】
　また、前記送信機器がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空
間共同信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール
１０１０は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると
共に、電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信
号に送信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つ
の送信アンテナポートを割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の
和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少なくとも１つの送信アンテナポートが少な
くとも２つのユーザ機器の信号に対応する。又は、前記非直交特徴パターンが電力・符号
共同信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１
０１０は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共
に、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号
に送信電力を割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送
信遅延を割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの
使用可能な総電力に等しい。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の
非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１０は、複数
のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、空間・符号
共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少
なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異な
る符号化方式と異なる送信遅延を割り当てる。ここで、少なくとも１つの送信アンテナポ
ートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。又は、前記非直交特徴パターンが
電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピ
ングモジュール１０１０は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源
を割り当てると共に、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、
複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の
信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に
対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り
当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少なくとも１つの送信アン
テナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。
【０１０４】
　また、前記送信機器は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域の非直
交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１０は、自身信号
の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力領域の非直交特徴パターンに基づ
いて、自身信号の送信電力を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数
資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものである。又は、前記非直
交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピング
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モジュール１０１０は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間
領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポートを確定す
る。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時
間と周波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交
特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１０は、自身信号の
送信時間と周波数資源を確定し、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の
符号化方式と送信遅延を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源
が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号
の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅
延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
【０１０５】
　また、前記送信機器は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間共同
信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１
０は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空間共同信号領
域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力と、対応する送信アンテナポー
トを確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信
号の送信時間と周波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが電力・
符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュー
ル１０１０は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・符号共
同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力、符号化方式と送信遅
延を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信
号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユ
ーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の
信号の送信遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非
直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１０は、自身信
号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間・符号共同信号領域の非直交特
徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポート、符号化方式と送信遅延
を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号
の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユー
ザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信
号の送信遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域
の非直交特徴パターンであると、前記特徴パターンマッピングモジュール１０１０は、自
身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空間・符号共同信号領域
の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポート、送信電力、
符号化方式と送信遅延を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源
が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号
の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅
延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
【０１０６】
　図１１に示すように、本発明の実施例３におけるデータ伝送システムの受信機器は、複
数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことにより、受信信
号に対応する非直交特徴パターンを確定するための特徴パターン検出モジュール１１００
と、検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去方式の
マルチユーザ機器検出を行い、そして受信処理を行うことにより、異なるユーザ機器のデ
ータを確定するための第２処理モジュール１１１０とを含む。
【０１０７】
　また、前記特徴パターン検出モジュール１１００は、具体的に、単独信号領域の非直交
特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンにより、受信信号の非直交特徴パタ
ーン検出を行う。
【０１０８】
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　また、前記特徴パターン検出モジュール１１００は、更に、単独信号領域の非直交特徴
パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターンを、シグナリングにより受信し、又はブ
ラインド検出する。
【０１０９】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【０１１０】
　また、電力領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記特徴パターン検出モジュ
ール１１００は、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異な
る送信電力に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力領域
の非直交特徴パターンであると確定する。又は、空間領域の非直交特徴パターンが用いら
れる場合、前記特徴パターン検出モジュール１１００は、受信した複数のユーザ機器の信
号が同一の送信時間と周波数資源に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少
なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少
なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直
交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、符号領域の非
直交特徴パターンが用いられる場合、前記特徴パターン検出モジュール１１００は、受信
した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる
送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが符号領域の
非直交特徴パターンであると確定する。
【０１１１】
　また、電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記特徴パタ
ーン検出モジュール１１００は、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周
波数資源、異なる送信電力に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくと
も２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくと
も２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴
パターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、電力
・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記特徴パターン検出モジ
ュール１１００は、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異
なる送信電力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に
含まれる非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確
定する。又は、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記特
徴パターン検出モジュール１１００は、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時
間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユ
ーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信
アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信
信号に含まれる非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであ
ると確定する。又は、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる
場合、前記特徴パターン検出モジュール１１００は、受信した複数のユーザ機器の信号が
同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対
応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポートに
対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信号
に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・空間・符号共
同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【０１１２】
　実施の際に、送信機器を受信機器とし、受信機器を送信機器とすることも可能であるた
め、送信機器と受信機器の機能を１つの実体にまとめることができ（即ち図１０と図１１
のモジュールを１つの実体にまとめることができ）、必要に応じて送信機能又は受信機能
を選択する。
【０１１３】
　図１２に示すように、本発明の実施例４におけるデータ伝送システムの送信機器は、プ
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ロセッサ１２００と、プロセッサ１２００の制御下でデータを送受信するためのトランシ
ーバ１２１０とを含む。プロセッサ１２００は、１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処
理を行い、異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数のユ
ーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、そして、非直交特徴パタ
ーンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号をトランシー
バ１２１０経由で送信する。
【０１１４】
　また、プロセッサ１２００は、具体的に、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同
信号領域の非直交特徴パターンにより、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号の非直交
特徴パターンマッピングを行う。
【０１１５】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【０１１６】
　また、前記送信側がネットワーク側機器である。プロセッサ１２００は、前記非直交特
徴パターンが電力領域の非直交特徴パターンであると、複数のユーザ機器の信号に対し同
一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力領域の非直交特徴パターンに基づい
て、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り
当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。又は、前記非直交特徴パタ
ーンが空間領域の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、複数のユーザ機
器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、空間領域の非直交特徴
パターンに基づいて、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテ
ナポートを割り当てる。ここで、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つ
のユーザ機器の信号に対応する。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴
パターンであると、プロセッサ１２００は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時
間と周波数資源を割り当てると共に、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて、各ユー
ザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てる。
【０１１７】
　また、前記送信側がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間
共同信号領域の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、複数のユーザ機器
の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力・空間共同信号領域
の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そし
て、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当
てる。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電
力に等しく、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号
に対応する。又は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パタ
ーンであると、プロセッサ１２００は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と
周波数資源を割り当てると共に、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づい
て、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し
異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り当て
る送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。又は、前記非直交特徴パターン
が空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、複数
のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、空間・符号
共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少
なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異な
る符号化方式と異なる送信遅延を割り当てる。ここで、少なくとも１つの送信アンテナポ
ートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。又は、前記非直交特徴パターンが
電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、
複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力・
空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送
信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信
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アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異な
る送信遅延を割り当てる。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステ
ムの使用可能な総電力に等しく、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つ
のユーザ機器の信号に対応する。
【０１１８】
　また、前記送信側は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域の非直交
特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定
し、自身に対応する電力領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力を確
定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送
信時間と周波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが空間領域の非
直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、自身信号の送信時間と周波数資源を
確定し、自身に対応する空間領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する
送信アンテナポートを確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が
他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴
パターンが符号領域の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、自身信号の
送信時間と周波数資源を確定し、符号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の
符号化方式と送信遅延を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源
が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号
の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅
延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
【０１１９】
　また、前記送信側は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間共同信
号領域の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、自身信号の送信時間と周
波数資源を確定し、自身に対応する電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンに基づ
いて、自身信号の送信電力と、対応する送信アンテナポートを確定する。ここで、前記送
信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同
一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴
パターンであると、プロセッサ１２００は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、
自身に対応する電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送
信電力、符号化方式と送信遅延を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周
波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機
器の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号
の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが
空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、自身信
号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間・符号共同信号領域の非直交特
徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポート、符号化方式と送信遅延
を確定する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号
の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユー
ザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信
号の送信遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域
の非直交特徴パターンであると、プロセッサ１２００は、自身信号の送信時間と周波数資
源を確定し、自身に対応する電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づ
いて、自身信号に対応する送信アンテナポート、送信電力、符号化方式と送信遅延を確定
する。ここで、前記送信機器の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信
時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信機器の信号の符号化方式が他ユーザ機器
の信号の符号化方式と異なり、且つ送信機器の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送
信遅延と異なる。
【０１２０】
　ここで、図１２において、バスアーキテクチャは、任意数の相互接続するバスとブリッ
ジを含み、具体的に、プロセッサ１２００をはじめとする１つ又は複数のプロセッサとメ
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モリ１２２０をはじめとするメモリの各種類の回路が接続したものである。バスアーキテ
クチャは、更に周辺機器、レギュレーター、電力管理回路などの各種類のほかの回路を接
続したものであってもよい。これらは、いずれも本分野の公知事項であり、本明細書にお
いて更なる記載をしない。バスインタフェースにより、インタフェースが提供される。ト
ランシーバ１２１０は、複数の部品であってもよく、即ち送信機と受信機を含み、伝送媒
体でほかの各種類の装置と通信するユニットとして提供される。プロセッサ１２００は、
バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１２２０は、プロセッサ１２００に
よる作業時に使用されるデータを記憶できる。
【０１２１】
　プロセッサ１２００は、バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１２２０
は、プロセッサ１２００による作業時に使用されるデータとプログラムを記憶できる。
【０１２２】
　図１３に示すように、本発明の実施例５におけるデータ伝送システムの受信機器は、プ
ロセッサ１３００と、プロセッサ１３００の制御下でデータを送受信するためのトランシ
ーバ１３１０とを含む。プロセッサ１３００は、トランシーバ１３１０を介して受信した
複数のユーザ機器に対応する信号の非直交特徴パターン検出を行うことにより、受信信号
に対応する非直交特徴パターンを確定し、検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信
信号に対しシリアル型干渉除去方式のマルチユーザ機器検出を行い、そして受信処理を行
うことにより、異なるユーザ機器のデータを確定する。
【０１２３】
　また、具体的に、プロセッサ１３００は、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同
信号領域の非直交特徴パターンにより、受信信号の非直交特徴パターン検出を行う。
【０１２４】
　また、プロセッサ１３００は、具体的に、更に単独信号領域の非直交特徴パターン又は
共同信号領域の非直交特徴パターンを、シグナリングにより受信し、又はブラインド検出
する。
【０１２５】
　前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【０１２６】
　また、具体的に、プロセッサ１３００は、電力領域の非直交特徴パターンが用いられる
場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電力
に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力領域の非直交特
徴パターンであると確定する。又は、空間領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、
プロセッサ１３００は、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源
に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポー
トに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信
信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが空間領域の非直
交特徴パターンであると確定する。又は、符号領域の非直交特徴パターンが用いられる場
合、プロセッサ１３００は、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数
資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる
非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【０１２７】
　また、具体的に、プロセッサ１３００は、電力・空間共同信号領域の非直交特徴パター
ンが用いられる場合、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、
異なる送信電力に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送
信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユ
ーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが
電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、プロセッサ１３
００は、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数
のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式
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と異なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電
力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、プロセッサ１３０
０は、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数の
ユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に
対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテナポート
に対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の送信信
号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが空間・符号共同信
号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、プロセッサ１３００は、電力・空
間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、受信した複数のユーザ機
器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異なる送
信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテ
ナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器
の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力・空
間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【０１２８】
　ここで、図１３において、バスアーキテクチャは、任意数の相互接続するバスとブリッ
ジを含み、具体的に、プロセッサ１３００をはじめとする１つ又は複数のプロセッサとメ
モリ１３２０をはじめとするメモリの各種類の回路が接続したものである。バスアーキテ
クチャは、更に、周辺機器、レギュレーター、電力管理回路などの各種類のほかの回路を
接続したものであってもよい。これらは、いずれも本分野の公知事項であり、本明細書に
おいて更なる記載をしない。バスインタフェースにより、インタフェースが提供される。
トランシーバ１３１０は、複数の部品であってもよく、即ち送信機と受信機を含み、伝送
媒体でほかの各種類の装置と通信するユニットとして提供される。プロセッサ１３００は
、バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１３２０は、プロセッサ１３００
による作業時に使用されるデータとプログラムを記憶できる。
【０１２９】
　プロセッサ１３００は、バスアーキテクチャと通常の処理を管理する。メモリ１３２０
は、プロセッサ１３００による作業時に使用されるデータを記憶できる。
【０１３０】
　実施の際に、送信機器を受信機器とし、受信機器を送信機器とすることも可能であるた
め、送信機器と受信機器の機能を１つの実体にまとめることができ（即ち図１２と図１３
のモジュールを１つの実体にまとめることができ）、必要に応じて送信機能又は受信機能
を選択する。
【０１３１】
　同一の発明構造に基づき、本発明の実施例において、データ伝送方法を更に提供してい
る。当該方法は、問題を解決する原理が本発明の実施例におけるデータ伝送システムに類
似するため、当該方法の実施例について、システムの実施が参照され、重複記載を省略す
る。
【０１３２】
　図１４に示すように、本発明の実施例６におけるデータ伝送方法は、送信側において、
１つ又は複数のユーザ機器の信号送信処理を行うステップ１４００と、前記送信側におい
て、異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳されるよう、１つ又は複数のユーザ機
器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行うステップ１４１０と、前記送信側
において、非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器
の処理後信号を送信するステップ１４２０とを含む。
【０１３３】
　また、前記送信側において、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非
直交特徴パターンにより、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターン
マッピングを行う。
【０１３４】
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　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【０１３５】
　また、前記送信側がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域の
非直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時
間と周波数資源を割り当てると共に、電力領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数の
ユーザ機器の信号に送信電力を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の
非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力
の和がシステムの使用可能な総電力に等しい。又は、前記非直交特徴パターンが空間領域
の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信
時間と周波数資源を割り当てると共に、空間領域の非直交特徴パターンに基づいて、少な
くとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当てるよう
にして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで
、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する
。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は
、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、符号
領域の非直交特徴パターンに基づいて、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異
なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パタ
ーンマッピングを行う。
【０１３６】
　また、前記送信側がネットワーク側機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間
共同信号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対
し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると共に、電力・空間共同信号領域の非直交特
徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そして、少なく
とも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当てるように
して、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、
全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少
なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。又
は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、前
記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資源を割り当てると
共に、電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、複数のユーザ機器の信
号に送信電力を割り当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる
送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターン
マッピングを行う。ここで、全てのユーザ機器に割り当てる送信電力の和がシステムの使
用可能な総電力に等しい。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非
直交特徴パターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間
と周波数資源を割り当てると共に、空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づ
いて、少なくとも１つのユーザ機器の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り
当て、そして、各ユーザ機器の信号に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当て
るようにして、複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。
ここで、少なくとも１つの送信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対
応する。又は、前記非直交特徴パターンが電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パ
ターンであり、前記送信側は、複数のユーザ機器の信号に対し同一の送信時間と周波数資
源を割り当てると共に、電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて
、複数のユーザ機器の信号に送信電力を割り当て、そして、少なくとも１つのユーザ機器
の信号に少なくとも２つの送信アンテナポートを割り当て、そして、各ユーザ機器の信号
に対し異なる符号化方式と異なる送信遅延を割り当てるようにして、複数のユーザ機器の
処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、全てのユーザ機器に割り当
てる送信電力の和がシステムの使用可能な総電力に等しく、少なくとも１つの送信アンテ
ナポートが少なくとも２つのユーザ機器の信号に対応する。
【０１３７】
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　また、前記送信側は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力領域の非直交
特徴パターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に
対応する電力領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力を確定するよう
にして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで
、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資
源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが空間領域の非直交特徴パターン
であり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する空間
領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポートを確定す
るようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。
ここで、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周
波数資源と同一のものである。又は、前記非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パ
ターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、符号領域の非
直交特徴パターンに基づいて、自身信号の符号化方式と送信遅延を確定するようにして、
１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送
信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一
のものであり、且つ送信側の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異な
り、且つ送信側の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。
【０１３８】
　また、前記送信側は、ユーザ機器である。前記非直交特徴パターンが電力・空間共同信
号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を
確定し、自身に対応する電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身
信号の送信電力と、対応する送信アンテナポートを確定するようにして、１つのユーザ機
器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信側の信号の送
信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものである。
又は、前記非直交特徴パターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、
前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・符号共
同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号の送信電力、符号化方式と送信遅
延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピン
グを行う。ここで、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信号の送
信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信側の信号の符号化方式が他ユーザ機器
の信号の符号化方式と異なり、且つ送信側の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号の送信
遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが空間・符号共同信号領域の非直交特徴パ
ターンであり、前記送信側は、自身信号の送信時間と周波数資源を確定し、自身に対応す
る空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンに基づいて、自身信号に対応する送信ア
ンテナポート、符号化方式と送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後
信号の非直交特徴パターンマッピングを行う。ここで、前記送信側の信号の送信時間と周
波数資源が他ユーザ機器の信号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信側
の信号の符号化方式が他ユーザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信側の信号の送
信遅延が他ユーザ機器の信号の送信遅延と異なる。又は、前記非直交特徴パターンが電力
・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであり、前記送信側は、自身信号の送信
時間と周波数資源を確定し、自身に対応する電力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴
パターンに基づいて、自身信号に対応する送信アンテナポート、送信電力、符号化方式と
送信遅延を確定するようにして、１つのユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマ
ッピングを行う。ここで、前記送信側の信号の送信時間と周波数資源が他ユーザ機器の信
号の送信時間と周波数資源と同一のものであり、且つ送信側の信号の符号化方式が他ユー
ザ機器の信号の符号化方式と異なり、且つ送信側の信号の送信遅延が他ユーザ機器の信号
の送信遅延と異なる。
【０１３９】
　図１５に示すように、本発明の実施例７におけるデータ伝送方法は、受信側において、
複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行うことにより、受信
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信号に対応する非直交特徴パターンを確定するステップ１５００と、前記受信側において
、検出した非直交特徴パターンに基づいて、受信信号に対しシリアル型干渉除去方式のマ
ルチユーザ機器検出を行い、そして受信処理を行うことにより、異なるユーザ機器のデー
タを確定するステップ１５１０とを含む。
【０１４０】
　また、前記受信側において、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非
直交特徴パターンにより、ユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出を行
う。
【０１４１】
　また、前記受信側において、ユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パターン検出
を行う前に、単独信号領域の非直交特徴パターン又は共同信号領域の非直交特徴パターン
を、シグナリングにより受信し、又はブラインド検出する。
【０１４２】
　また、前記信号領域は、電力領域、空間領域、符号領域のうちの一部又は全てを含む。
【０１４３】
　また、前記受信側において、複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パター
ン検出を行うことは、以下を含む。電力領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前
記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異
なる送信電力に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電力領
域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、空間領域の非直交特徴パターンが用い
られる場合、前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と
周波数資源に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信ア
ンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ
機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが空間
領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、符号領域の非直交特徴パターンが用
いられる場合、前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間
と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に
含まれる非直交特徴パターンが符号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【０１４４】
　また、前記受信側において、複数のユーザ機器に対応する受信信号の非直交特徴パター
ン検出を行うことは、以下を含む。電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンが用い
られる場合、前記受信側において、受信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と
周波数資源、異なる送信電力に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なく
とも２つの送信アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なく
とも２つのユーザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特
徴パターンが電力・空間共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、電
力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記受信側において、受
信した複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電力、異なる
符号化方式と異なる送信遅延に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パ
ターンが電力・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、空間・
符号共同信号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記受信側において、受信し
た複数のユーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる符号化方式と異なる送
信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信アンテ
ナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユーザ機器
の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが空間・符
号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。又は、電力・空間・符号共同信
号領域の非直交特徴パターンが用いられる場合、前記受信側において、受信した複数のユ
ーザ機器の信号が同一の送信時間と周波数資源、異なる送信電力、異なる符号化方式と異
なる送信遅延に対応し、且つ少なくとも１つのユーザ機器の信号が少なくとも２つの送信
アンテナポートに対応し、少なくとも１つの受信アンテナポートが少なくとも２つのユー
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ザ機器の送信信号に対応すると確定すると、受信信号に含まれる非直交特徴パターンが電
力・空間・符号共同信号領域の非直交特徴パターンであると確定する。
【０１４５】
　以上の内容から分かるように、本発明の実施例では、送信側において、１つ又は複数の
ユーザ機器の信号送信処理を行い、異なるユーザ機器の信号が対応無線資源で重畳される
よう、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信号の非直交特徴パターンマッピングを行い、
非直交特徴パターンマッピングの結果に基づいて、１つ又は複数のユーザ機器の処理後信
号を送信する。１つ又は複数のユーザ機器の信号について、無線資源での非直交重畳がで
きるため、非直交多元接続伝送が実現し、無線資源の利用率が向上する。
【０１４６】
　本発明の実施例は、方法、システム、又はコンピュータプログラムプロダクトとして提
供されうると当業者が理解できる。従って、本発明は、完全ハードウェアの実施例、完全
ソフトウェアの実施例、又はソフトウェアとハードウェアを組み合わせた実施例の形態を
取り得る。しかも、本発明は、コンピュータ利用可能プログラムコードを含む１つ又は複
数のコンピュータ利用可能記憶媒体（磁気ディスクメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、光学メモリな
どを含むが、それらに限らない）で実施されるコンピュータプログラムプロダクトの形態
を取り得る。
【０１４７】
　本発明は、本発明の実施例による方法、デバイス（システム）及びコンピュータプログ
ラムプロダクトのフロー図及び／又はブロック図を参照にして記載されている。フロー図
及び／又はブロック図における各フロー及び／又はブロック、及びフロー図及び／又はブ
ロック図におけるフロー及び／又はブロックの組み合わせは、コンピュータプログラムコ
マンドにより実現されうると理解されるべきである。これらのコンピュータプログラムコ
マンドを汎用コンピュータ、専用コンピュータ、嵌め込み式処理機又は他のプログラマブ
ルデータ処理デバイスのプロセッサに提供して１つの機器を形成し、コンピュータ又は他
のプログラマブルデータ処理デバイスのプロセッサに実行される指令により、フロー図の
１つ又は複数のフロー及び／又はブロック図の１つ又は複数のブロックで指定される機能
を実現するための装置を形成する。
【０１４８】
　これらのコンピュータプログラムコマンドは、コンピュータ又は他のプログラマブルデ
ータ処理デバイスの特定の方式での動作を導けるコンピュータ読み出し可能メモリに格納
されてもよく、当該コンピュータ読み出し可能メモリに格納されるコマンドにより、コマ
ンド装置を含むプロダクトを形成する。当該コマンド装置は、フロー図の１つ又は複数の
フロー及び／又はブロック図の１つ又は複数のブロックで指定される機能を実現する。
【０１４９】
　これらのコンピュータプログラムコマンドは、コンピュータ又は他のプログラマブルデ
ータ処理デバイスにロードされてもよく、コンピュータ又は他のプログラマブルデータ処
理デバイスで一連の操作工程を実行することにより、コンピュータで実現される処理を形
成し、コンピュータ又は他のプログラマブルデータ処理デバイスで実行されるコマンドに
より、フロー図の１つ又は複数のフロー及び／又はブロック図の１つ又は複数のブロック
で指定される機能を実現するためのステップを提供する。
【０１５０】
　本発明の好適な実施例を記載したが、当業者は、基本的な創造性概念を一度知ると、こ
れらの実施例に対し別の変更や修正をすることができる。従って、添付の特許請求の範囲
は、好適な実施例及び本発明の範囲に入る全ての変更や修正を含むことを意図とする。
【０１５１】
　明らかに、当業者は、本発明の精神や範囲を逸脱せずに、本発明に対して様々な変更や
変形をすることができる。このように、本発明のこれらの修正や変形が本発明の請求項及
びその同等の技術範囲に含まれるものであれば、本発明は、これらの変更や変形を含むこ
とを意図とする。
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